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今回の学校運営協議会では、令和３年度の学校運営についての報告を行いました。

そして、「令和４年度の学校運営方針」や「今後の学校運営協議会のもち方（３部会の

立ち上げ）」について協議が行われ、承認されました。その後、３つの部会（地域連携

部・学習支援部・地域安全部）に分かれて情報交換を行いました。それぞれの部会に

おいて、委員の皆様からさまざまなご意見をいただくことができました。地域ととも

にある学校づくりを進めていく上での貴重な会となりました。

第３回 学校運営協議会報告

１ 開催日時 令和４年３月９日（水）午前１０時００分～午前１１時３０分

２ 場 所 大里中学校会議室

３ 出 席 者 １１名（１３名中２名欠席）

４ 今年度の取組と来年度に向けての報告
（１）教育活動について
・ 「特色ある学校づくり」実践報告、現職教育の取組報告
・ 次年度検討員会のまとめから

（２）教育環境の整備について
・ ２学期以降の環境整備状況、来年度に向けた備品・施設要望
・ 新型コロナウイルス感染症対策（生徒・職員）

（３）教育活動に関するアンケート結果について
・ 今年度の成果と課題
・ 教育活動についての保護者の意見、要望

５ 協議事項
（１）令和４年度の大里中学校の学校運営方針についての協議と承認

・ 基本方針、めざす学校の姿や生徒の姿
（２）今後の学校運営協議会の取組についての協議と承認
・ ３部会（地域連携部、学習支援部、地域安全部）の立ち上げ

６ ３部会での話し合い（情報交換）
（１）地域連携部

・ あいさつ運動について、まちづくり協議会としては、「あいさつ運動のポス
ター」の募集を考えている。児童生徒の描いた作品を校内や地区の掲示板に
掲示していくことで、学校でも地域でも推進を図っていきたい。
・ あいさつについては、基本は家庭である。家庭の中でのあいさつが当たり
前にできる習慣が身に付くとよい。
・ 学校では年２回、里中新聞（学校新聞）を発行し、家庭に配付しているが、
地域にも生徒たちの学校生活の様子を知ってもらいたいと考えている。そこ
で、地域で発行している機関誌「さとにし」に、里中新聞の内容を掲載でき
ないか。また、学校運営協議会での内容も掲載していくことで、地域への情
報発信につながる。
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○令和４年度第１回学校運営協議会について

１ 開催日時 令和４年５月頃 午前中

２ 場 所 大里中学校会議室

３ 議 題

・ 学校運営基本方針の説明

・ 年間予定の説明

・ 地域と連携した活動について

【３部会の様子】

・ オリーブ児童センターとの連携は継続したい。センター主催の「夏祭り」
や「クリスマス会」には、生徒数名がボランティアとして参加し、準備や運
営を積極的に進める姿があった。地域で子どもを育てるうえで、よい取組で
ある。学校でも広く紹介していきたい。

（２）学習支援部
・ 現在、日本語教育が必要な外国人生徒に対して、保護者の方にボランティ
アとして週２日、日本語指導の支援をいただいている。このように学習活動
を支援できる地域の人材を発掘、活用できるしくみがあるとよい。
・ 地域には学校の教育活動に生かせる能力と時間、思いのある人はいる。学
校としてどんな人材を望んでいるのかが分かると手を挙げやすい。
・ 図書室の整備ならば、希望者は多くいると思う。気軽に立ち寄れるような
雰囲気づくりが必要である。
・ 保護者ならばまだしも、地域の人材と言ってもいろいろな人がいる。生徒
の安心・安全は最優先で守られるべきである。申し出てくれた人を受け入れ
るにも、常に不安はつきまとう。
・ 「地域ぐるみで子どもを育てていく」という発想ならば、必ずしも学校内
や授業時間内での活動に限ることはない。
・ 学習支援ボランティアの募集には、文書やＨＰだけでなくＰＴＡも間に入
って発信していくと、効果的ではないかと考える。ＰＴＡのつながりならば、
信頼できる人材を見つけられる可能性がある。この３部会の取組を広く周知
し、有志の仲間を募りたい。

（３）地域安全部
・ 地域の防犯対策として、地域住民の見守り活動だけでなく、実際に防犯カ
メラがあるとよい。犯罪が減り、生徒たちや地域住民の安全を保つことがで
きる。「防犯カメラ監視中」の看板を設置するだけでも効果がある。
・ 小学校では防犯ブザーを利用しているが、中学生でも登下校時に利用する
とよい。新しく購入する必要もなく、経済面でも安全面でもよい。
・ 通学路の安全を確保したい。地区によっては、道路の舗装や消えかけた白
線の修繕を、市役所や愛知県警に依頼をしている。
・ 安全で安心できる環境を整えて行くには、多くの費用が必要になってくる。
財源の確保が今後の検討課題である。


